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第Ⅳ章 おわりに 
 
１．今後の展開について 
 本報では、特に、森林景観の特徴を把握する手法の開発に重点を置き、地域森林景観の

個性を把握するための指標化の一環として、“テクスチュアの規則性”、“テクスチュアの

形態の複雑さ”について取り上げたが、各地域の森林の外景観を定量化することで、地域

森林景観の客観的な比較、分析が可能となることが分かった。 
近年の国内林業の衰退とともに、人々が森林に対して求める役わりが変化してきており、

それに伴い人々の森林に対する意識が高まってきている。その一方で、日本の国土面積の

約 3 割を占める人工林の管理を、林業、およびそれに従事する一部の人々に依存すること

は難しくなっており、今後、森林の管理を適正におこなっていくための新たな森林管理の

枠組みが必要となってきていることも事実である。それには、森林を木材の供給の場とし

てだけではなく、地域住民や都市生活者を含めた生活の場として認識し、管理につなげて

ゆくことが必要になると思われる。また今後は、森林景観を新たな森林管理の方法として

捉えていく立場から、木材生産の結果として、現出する森林の景観をそのままに受け入れ

るだけではなく、特徴的な森林景観の形成自身を目的化し、その実現のための方策を検討

したり、さらには地域の人々との歴史的なつながりを呈示することによって、地域住民に

よる自分達の生活する地域に対する愛着を高め、地域の活性化に結びつけ展開していくこ

となども考えられる。 
こうした生活の場として森林を扱っていく場合、森林景観のあり方に関する検討が不可

欠であるが、森林景観を生活の場として捉える視点からの森林景観に関する知見のストッ

クは、まだまだその歴史が浅く始まったばかりである。その一方で森林の変容は、近年ま

すます進んでいる。これは林業の不振や農山村の生活における周辺森林との関わりの希薄

化により従来の地域森林景観を保つことが困難になってきたためである。そのため、地域

らしさを支える森林景観の特徴が曖昧になり、地域の個性的景観が失われていくことが危

惧される。それを防ぎ、地域森林景観を維持するためには、それを支えるための新たな仕

組みの構築を急ぐことは勿論、まずは、適切な分析軸を用いて、それぞれの特徴がどこに

あるのかについて明確にすることが必要であると考えられる。いずれにせよ、個性的で豊

かな森林景観を形成するためには、まずは森林景観のどこに特徴があり、それがどのよう

に形成されてきたのかを知ることから始める必要がある。そのためには、各地の森林景観

の特徴を把握するための手法の開発と、それを支えてきた、地域ならではの森林との関わ

りに関する知見をストックしていく必要がある。今後、各地域の地域らしさを顕在化させ

るような森林管理のあり方について議論を深めていくためにも、地域個性の指標化につい

てもさらに掘り下げ、場合によってはさらに定量化し客観化していく必要があると考えて

いる。 
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２．今後の課題 
 また、本報では人々の生活の視点を重視し、中景域の森林の外景観を対象として、定量

化の作業をおこなった。分析に際して、樹冠のおりなすテクスチュアの大きさを統一する

ため、特に景観対象までの距離、および森林の林齢に関して、吉野・日田ともに可能な限

り同質になるよう検討したが、正確に統一することは困難であった。景観対象までの距離

が遠くなるほど、景観対象の画像中における単位面積あたりの樹冠数が増加するため、相

対的にテクスチュアの形についても複雑になると考えられ、実際、分析の結果においても

視対象との距離が遠くなるにつれフラクタル次元が大きくなる傾向が見られた。また、距

離や林齢だけでなく、林地の傾斜度などもその見えには関係しているものと考えられる。

そのため、森林の外部景観に関してテクスチュアの形について論じるためには、視距離、

林齢、林地の傾斜度などについてのある一定の枠組みを作ることが必要であると考えられ、

これらについては、今後の課題としたい。 
また、樹木がおりなすテクスチュアは、元来、太陽光と樹木の関係性が創出する淡い輪

郭線情報に依っていること、また、規則性があるとはいえ、人為的に作られたテクスチュ

アほどそのパタンは明瞭でないことなどから、画像の濃度だけから正確にその特徴を抽出

することは難しいと考えられる。今後は、各地域における代表的な樹木の樹形をトレース

するなどしてデータ化し、それらを複合的に組み合わせ、人為的にテクスチュア等の地域

森林景観のモデル画像を作りだし、本報でおこなったような分析方法をおこなうことでさ

らに正確な比較、検討が可能になるものと考えられ、さらには個性化の指標を検討する上

でも有効な手段になるものと考えている。 
 また、前述のように森林は多くの場合、地域の景観の背景となっており、ゲシュタルト

心理学でいう「地」を形成している。そのため、森林の景観は人々に意識されにくいが、

全体としての印象には大きく影響しているものと考えられる。しかし、その関係性につい

てはいまだ不明確な点が多く、今後、地域森林景観に関する研究をおこなうにあたっては

人間の官能評価との関係性について明らかにしておくことも必要であると考えている。本

報においても、地域森林景観の特徴の指標化にあたっての一つの観点として、テクスチュ

アの規則性や形態を取り上げたが、やはり今後、人間の官能評価との関係性が明らかにな

ってはじめて、地域森林景観の保全、あるいは回復、創造などといった意思決定に寄与す

る有用な資料になり得ると考えている。 
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